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父親の育児参画が、子どもの成長や家族全体にとってよいことをご存じですか？ 

近年、父親の育児参画が進み、調査では、6 歳未満の子どもを持つ父親の 87.7％が育児にもっと関わりた

いと考えています 1）2）。研究では、父親が積極的に育児参加している場合，母親の育児幸福度や育児満足感が

高いこと 3)、子どもの事故や肥満の予防などに関連すること 4)、生後 6 か月時点で父親が子どもとの関わりが

多いグループは、少ないグループに比べ、3 歳時点で発達が遅れるリスクが小さかったこと、母親の育児スト

レスが軽減される可能性も指摘されています 5）6)。 

一方で、父親の産後うつの頻度は 9.7％という研究結果や 7）。私たちの調査では、父親の約 4 割が孤独感を

抱え、その背景に相談相手の不在があることがわかっています。この課題に対応するためには、父親が孤立し

ないための仕組み、妊娠期からの支援、職場での支援が必要です。 

まず、地域で父親が孤立しないための取り組みが重要です。例えば、父親向けの両親学級や、他の父親とつ

ながる場を設けることで、同じ悩みを共有し、互いに支え合うことができ、父親自身が育児の楽しさや意義を

実感する機会となります。 

また、妊娠期からのサポートも非常に重要です。横浜市こども青少年局と私たち横浜市立大学医学部地域看

護学教室の共同研究と検討会から、妊娠期に父親が育児知識や心構えを持つことが、家庭内での役割分担や育

児への積極性に関連する可能性が示されました。この事業をもとに作成された「プレパパ・プレママ向け動画」

が横浜市のホームページで公開されています 8）。この動画では、父親が育児にどのように関われば良いか、具

体的なヒントが解説されていますので、ぜひご覧ください。 

さらに、職場での支援も重要です。例えば、男性版産休（出生時育児休業）制度は大きな一歩ですが、制度

があっても職場での理解がなければ利用は進みません。実際、ある調査では、職場で「父親への育児支援が整

っていない」「父親が子育てしやすいような制度・環境が整っていない」との回答が 42.7-49.7%でした 9)。

職場内で育児休業が取得しやすい環境の整備が必要です。 

子育ては、家族だけでなく、地域や職場、社会全体で支え合うものです。父親が安心して育児に取り組むた

めの環境を整えることは、未来の子どもたちの健やかな成長、結果的に家族の幸せにもつながります。このメ

ッセージが、父親の育児参画と父親支援の大切さを考えていただくきっかけになれば幸いです。 
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